
平成28年度
評価

前年度
評価

取りまとめ課

実績値 評価

① - 予報部業務課

1
台風予報の精度（台風中心位置の予報誤差）
＜政策チェックアップ業績指標＞＜実施庁目標＞

中期
（5-1）

244km
（H27）

234km A -
200km
（H32）

予報部業務課

2 大雨警報のための雨量予測精度
中期
（5-4）

0.47
（Ｈ24）

0.50 A A
0.52
（H29）

予報部業務課

3 大雪に関する情報の改善
中期
（5-1）

0.57
（Ｈ27）

0.61 A -
0.62
（H32）

予報部業務課

4
竜巻注意情報の発表対象地域数
＜実施庁目標＞

中期
（2-2）

60
（Ｈ26）

141 S A
141
（H28）

予報部業務課

③ - 地震火山部管理課

5
緊急地震速報の迅速化
＜政策チェックアップ業績指標＞＜実施庁目標＞

中期
（5-1）

24.4秒
（H22～26年
度平均）

24.9秒 B -
19.4秒
（H32）

地震火山部管理課

6 長周期地震動階級の認知度の向上
中期
（6-5）

22%
（H25）

30% B -
50%
（H29）

地震火山部管理課

7 沖合津波観測情報の充実
中期
（3-1）

56点
（H27）

209点 S -
200点以上
（H30）

地震火山部管理課

8
噴火警戒レベルの運用による火山防災の推進
＜実施庁目標＞

中期
（5-1）

34火山
（H27）

38火山 A -
49火山
（H32）

地震火山部管理課

9 火山に関する情報の充実
中期
（3-2）

定性目標 － A A
-

（H29）
地震火山部管理課

② - 総務部企画課

10
市町村の地域防災計画や避難勧告等判断・伝達マニュアル
改正への支援状況
＜実施庁目標＞

単年度 定性目標 － A －
-

（H28）
総務部企画課

11
災害発生時における市町村等への情報提供状況
＜実施庁目標＞

単年度 定性目標 － A －
-

（H28）
総務部企画課

② -
総務部航空気象管理官

地球環境・海洋部地球環境業務課

12
空港における航空気象情報の通報の信頼性の維持
①空港の予報     ②空港の観測

単年度
①100.0%
②99.9%
（H27）

①100.0%
②100.0%

A －
①99.7%以上
②99.7%以上
（H28）

総務部航空気象管理官

13船舶の安全運航に資する新たな海上気象プロダクトの数
中期
（3-3）

0
（H25）

2 A A
2

（H28）
地球環境・海洋部地球環境業務課

② -
観測部計画課

地球環境・海洋部地球環境業務課

14

過去の日別気温データベースの作成・公開
①1940～1960年の日別気温データベースの作成
②1910～1939年の日別気温データベースの作成
③観測開始～1909年の日別気温データベースの作成
④①～③の品質管理、HP公開

中期
（4-2）

① 0
② 0
③ 0
④ 0
（H26）

① 1
② 1
③ 0
④ 0

A B

① 1（H27）
② 1（H28）
③ 1（H29）
④ 1（H30）

観測部計画課

15
海洋の二酸化炭素に関する情報の充実・改善（改善または
新規に提供される情報の数）

中期
（5-5）

0
（H23）

11 A S
7

（H28）
地球環境・海洋部地球環境業務課

④ -
予報部業務課

地球環境・海洋部地球環境業務課

16

天気予報の精度（明日予報が大きくはずれた年間日数）
①降水確率
②最高気温
③最低気温
＜政策チェックアップ参考指標＞＜実施庁目標＞

中期
（5-5）

①26日
②38日
③24日
（H23）

①23日
②33日
③18日

A A

①23日以下
②34日以下
③22日以下
（H28）

予報部業務課

17

天気予報の精度（週間天気予報における降水の有無の適
中率と最高・最低気温の予報誤差）
①降水
②最高気温
③最低気温

中期
（5-5）

①73%
②2.4℃
③1.9℃
（H23）

①74%
②2.4℃
③1.9℃

C C

①75%以上
②2.2℃以下
③1.7℃以下
（H28）

予報部業務課

18
異常天候早期警戒情報の精度（確率予測資料の精度改善
率）
＜政策チェックアップ参考指標＞

中期
（5-5）

0%
（H23）

86% A A
25%
（H28）

地球環境・海洋部地球環境業務課

② - 総務部情報利用推進課

19民間における気象情報の利活用拡大に向けた取組の推進 単年度 定性目標 － A －
-

（H28）
総務部情報利用推進課

20
安全知識の普及啓発、気象情報の利活用推進を行う担い
手の開拓・拡大及び連携した取組みの着実な推進
＜実施庁目標＞

単年度 定性目標 － A －
-

（H28）
総務部情報利用推進課

2-2 地球環境の保全に資する情報の充実

2-3 生活の向上、社会経済活動の発展に資する情報の充実

2-4 民間気象業務の発展等に資する気象情報の利用の促進

※1　＜政策評価チェックアップ　業績指標・参考指標＞：国土交通省政策チェックアップにおける施策目標の業績指標または参考指標となっている指標。
※2　＜実施庁目標＞：中央省庁等改革基本法（平成10年法律第103号）第16条第6項第2号の規定に基づき国土交通大臣から通知された目標。
※3　目標の分類について、例えば「中期（5-１）」は５年計画の１年目を意味する。
※4　定性的な指標は目標値を「－」とした。

2-1 航空機・船舶等の交通安全に資する情報の充実

平成28年度の評価結果一覧
基本目標：戦略的方向性

基本目標：関連する施策等

業績指標
※1、2 目標の

分類
※3

初期値
（年・年度）

平成28年度 前年度
評価

目標値
※4

（年・年度）
担当課

1. 防災気象情報の充実及び利活用の促進

1-1 台風・豪雨等に係る防災に資する気象情報の充実

1-2 地震・火山に係る防災に資する情報の充実

1-3 防災関係機関との連携の強化及び情報の利活用促進

2. 社会経済活動における気象情報の利用の拡大



平成28年度
評価

前年度
評価

取りまとめ課

実績値 評価

基本目標：戦略的方向性

基本目標：関連する施策等

業績指標
※1、2 目標の

分類
※3

初期値
（年・年度）

平成28年度 前年度
評価

目標値
※4

（年・年度）
担当課

② - 気象研究所企画室

21
予報、観測業務に活用する先進的な研究開発の推進
＜実施庁目標＞

単年度 定性目標 － A －
－
（Ｈ28）

気象研究所企画室

22地震、火山、津波業務に活用する先進的な研究開発の推進 単年度 定性目標 － A －
－
（Ｈ28）

気象研究所企画室

23地球環境、海洋業務に活用する先進的な研究開発の推進 単年度 定性目標 － A －
－
（Ｈ28）

気象研究所企画室

③ -
予報部業務課
観測部計画課

24
数値予報モデルの精度（地球全体の大気を対象とした数値
予報モデルの精度）

中期
（5-1）

13.4m
（H27）

13.4m C －
11.8m
（H32）

予報部業務課

25

次期静止気象衛星の整備
①ひまわり８号による観測運用の開始
②ひまわり９号による待機運用の開始
＜実施庁目標＞

中期
（4-3）

① 0
② 0
（H25）

 ① 1
 ② 1

A S
① 1（Ｈ27）
② 1（Ｈ29）

観測部計画課

26

次期静止気象衛星データを用いた衛星風プロダクト改善の
ための技術開発
①従来より高頻度・高密度な風分布算出の技術開発
②衛星風高度の推定精度向上の技術開発
③衛星風推定手法の基礎技術の確立

中期
（3-3）

① 0
② 0
③ 0
（H25）

① 1
② 1
③ 1

A A
① 1（Ｈ26）
② 1（Ｈ27）
③ 1（Ｈ28）

観測部計画課

27

次世代気象レーダーデータの利用技術の開発
①二重偏波レーダーデータを利用した降水強度推定技術の
開発
②二重偏波レーダーデータを利用した降水粒子判別技術の
開発
＜実施庁目標＞

中期
（3-1）

① 0
② 0
（H27）

 ① 1
 ② 0

A －
① 1（H28）
② 1（H30）

観測部計画課

② - 総務部企画課

28
温室効果ガス世界資料センター(WDCGG)の国際サービス向
上
＜実施庁目標＞

中期
（5-5）

0
（H25）

3 A A
3

（Ｈ28）
地球環境・海洋部地球環境業務課

29アジア諸国等における高潮予測技術の向上
中期
（3-3）

10地点
（H25）

78地点 A A
55地点
（Ｈ28）

地球環境・海洋部地球環境業務課

3-2 観測・予報システム等の改善・高度化

4. 気象業務に関する国際協力の推進

4-1　気象業務に関する国際協力の推進

※1　＜政策評価チェックアップ　業績指標・参考指標＞：国土交通省政策チェックアップにおける施策目標の業績指標または参考指標となっている指標。
※2　＜実施庁目標＞：中央省庁等改革基本法（平成10年法律第103号）第16条第6項第2号の規定に基づき国土交通大臣から通知された目標。
※3　目標の分類について、例えば「中期（5-１）」は５年計画の１年目を意味する。
※4　定性的な指標は目標値を「－」とした。

3. 気象業務に関する技術の研究・開発等の推進

3-1 気象業務に活用する先進的な研究開発の推進


